
特定病床（リハビリテーション） 
５０床の返還について 

資料１ 【審議案件】 



１．特定病床とは 

1 

平成4年（1992年）12月 大阪府から増床許可（特定病床95床：リハ50床、
がん45床）の承認が出される 

平成9年（1997年）11月 新病院開設（柴原町4-14-1） 

令和2年（2020年） 3月～ 特例により3階北病棟（リハ50床）を新型コロナ対応
確保病床として使用 

令和5年（2023年）10月 新型コロナ対応確保病床縮小 
（17床→2床） 

２．特定病床の変遷 

都道府県の医療計画において基準病床数を超える病床が存在する地域でも、厚生労働省令で定め

る特定の要件を満たした場合に、特例として都道府県が設置を認めた病床。（要件を満たさない運用

はできない） 



３．地域へ必要な医療を安定して提供するために～急性期医療の充実～ 

2 

市立豊中病院運営計画に基づき、政策的な医療を安定して提供していくとともに、地域

医療支援病院として、地域の中で医療機能の異なる医療機関との役割分担や連携

強化を進め、急性期や重症患者等の専門的医療を迅速に提供できる体制づくりに取

り組みます。 

 また、コロナ収束後の医療提供の充実に向け、当院がもつ施設・設備・人員等の限

られた医療資源を、最大限活用するための戦略についても検討していきます。  

・ 急性期医療を担う地域の中核病院として、地域との連携を深め、質の高い医療と患

者サービスを提供する取組みを進めます。また公立病院として救急医療の他、小児・

周産期医療を安定して提供していきます。 

・ 経営状況については、次年度以降も経常収支の黒字化をめざし、地域の皆さまに

必要とされる医療を今後も安定して提供しつづけられるよう、経営面での改善を進

めていきます。 

• 令和５年３月策定「市立豊中病院運営計画」では、当院が果たすべき役割として急性期医療を中心とした専門的な医

療の提供及び地域の医療機関との機能分化について掲げている。 

• 当院建設当時と比較して、リハビリテーションを取扱う医療機関等が増加するなど状況が変化する中、特定病床におい

てはニーズが減少している。 

急性期医療を中心とした医療機能の充実 

市民（患者）サービスの向上 

○ 特定病床（リハビリテーション）50床を全て返還［３階北病棟］ 

○ 病床返還に伴い創出される人員及びスペースを、急性期医療充実
のために有効活用する 

→ 人員を創出(21人)し、更なる医療機能の充実のために創出人員の適正配置を行う。（ソフト） 
→ 特定病床（リハビリテーション）全部返還によりスペースを創出し、更なる医療機能の充実の 
  ためにスペースの有効活用方法を検討する。（ハード） 

病院の機能強化（ソフト・ハード両面） 

コロナ収束後の医

療提供の充実に向

け、当院がもつ施

設・設備・人員等の

限られた医療資源

を、最大限活用す

るための戦略につ

いても検討していき

ます。  

現状 

３北運用検討チーム発足・検討開始 

・特定病床を維持するためには、看護師配置をするなどの人的資源が必要となる。 
・一方、急性期医療を中心とした専門的な治療を提供するためには、施設・設備・人員などの限られた医療資源を最大限 
 活用できる方法について検討を行い実施する必要がある。 

課題 

検討
結果 



４．特定病床返還に伴う地域への影響 
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• 当院の特定病床（リハビリテーション）取得時と現在を比較すると、周辺の医療状況は変化し
ている。 

□ 周辺医療状況の変化 

□ 当院のリハビリテーション実施について 

• 当院が担う急性期リハビリテーションは継続して実施 
• 新型コロナの影響によるリハビリテーション病床の閉鎖で、病病連携が進んだ 

地域医療への大きな影響は生じない 

平成  4年（1992年） 12月   大阪府から増床許可（特定病床95床：リハ50床、がん45床）の承認が 

                   出される。               

平成  8年（1996年）    7月   箕面市立病院                         50床 

平成  9年（1997年）  11月   新病院開設（柴原町4-14-1） 

平成15年（2003年）  10月       第二協立病院（川西市）             151床 

平成17年（2005年）    7月       関西ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院（豊中市）     144床 

平成19年（2007年）  10月       千里ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院（箕面市）      172床 

平成20年（2008年）  10月       千里中央病院（豊中市）                100床 

平成22年（2010年）    4月       彩都ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院（箕面市）      120床    

《周辺のリハビリテーション病床を有する医療機関の変遷について》 

※ 下線は当院の変遷 



５．「３北運用検討チーム」の発足と検討について 
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令和5年（2023年） 7月～10月 ３北運用検討チーム 開催（合計３回） 

《審議事項》 
・ ３階北病棟の現状及びリハビリ特定病床 
 返還について 
・  ３階北病棟転用案について 

令和5年（2023年） 7月 コロナ対応病床確保要請解除後の３階北病棟に係る運用方法の検討を
目的として「３北運用検討チーム」を発足させる。 

＜メンバー構成＞ 
  総括者：病院長 
  メンバー：医師７名、その他医療職３名、事務職７名 
  アドバイザー：豊中市財務部施設課職員３名 

《審議事項》 
・ SCU移設案について 
・ 局所麻酔日帰り手術室及びリカバリー室 
  新設案について 
・ リハビリ特定病床の削減案について 

《審議事項》 
・ リハビリ特定病床の取扱いについて 
・ ３階北病棟活用案について 

• 第３回３北運用検討チームで、特定病床（リハビリテーション）  50床返還、 
  ３階北病棟活用案の継続審議の案を決定した。 
 
• 病院運営会議で案を審議し、承認した。 



６．本日の審議事項 
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 特定病床（リハビリテーション） 50床の返還 

 
 ３階北病棟活用案の継続審議 

今後の返還の流れ 
 
12月●日 
12月●日 
  1月●日 
 
  3月●日 リハビリテーション特定病床50床 返還 

市立豊中病院運営計画に基づき、政策的な医療を安定して

提供していくとともに、地域医療支援病院として、地域の中

で医療機能の異なる医療機関との役割分担や連携強化を

進め、急性期や重症患者等の専門的医療を迅速に提供で

きる体制づくりに取り組みます。 

 また、コロナ収束後の医療提供の充実に向け、当院がも

つ施設・設備・人員等の限られた医療資源を、最大限活用

するための戦略についても検討していきます。  

・ 急性期医療を担う地域の中核病院として、地域と

の連携を深め、質の高い医療と患者サービスを提

供する取組みを進めます。また公立病院として救

急医療の他、小児・周産期医療を安定して提供し

ていきます。 

・ 経営状況については、次年度以降も経常収支の

黒字化をめざし、地域の皆さまに必要とされる医

療を今後も安定して提供しつづけられるよう、経

営面での改善を進めていきます。 


